
～ あしや砂像展　砂像制作～

10月26,27日　芦屋海岸

～ 町民体育祭　 選手宣誓 ～

10 月 11 日　総合グラウンドにおいて、自治
区、各種団体など約 40 団体が参加して町民
体育祭が開催されました。開会式では、山鹿
小学校６年生の大石さん（左）と小山さん（右）
が選手宣誓を行いました。

９月定例会

□ ２６年度決算� P ２ ～

□ 小中高校生等のバス通学費補助� P ７～

□ ５人が町政を問う（一般質問）� P １２～

□ 町かどインタビュー� P １８

もくじ
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26 年度　こんなことに　使いました！

砂像イベントの開催

　　　　　　　　　　２２４８万円

第３分団車庫建て替え工事

　　　　　　　　　　４０２２万円

狩尾池護岸改修工事　　　　　

　　　　　　　　　９９７万円

　
第
３
回
定
例
会
が
、
平
成
27
年
９
月
３
日
か
ら
15
日
ま
で
の
13
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
、
決
算
な
ど
23
議
案
が
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
し
、
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
議
案
は
、
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
（
９
月
３
日
～
15
日
）

議会だよりあしやです平成 27 年 11 月 15 日　第 187 号 ②



26 年度　こんなことに　使いました！

高浜町歩道橋耐震化工事

　　　　　　　　　　２１０６万円

山鹿小学校トイレ改修工事

（洋式化）　　　　　　６６１０万円

望海団地車庫解体及び駐車場設置工事

（A・B棟）� １９３７万円

海浜公園健康遊具設置工事

　　　　　　　　　　３７３万円

議会だよりあしやです平成 27 年 11 月 15 日　第 187 号③



山鹿小学校のトイレ洋式化など教育費 10 億 8914 万円

（昨年度比　１億 8000 万円増）
　一般会計決算は、歳入 74 億 2496 万円（前年度比３億 3993 万円増）、歳出 71 億 8830 万円（前年度

比３億 2793 万円増）となりました。

　歳入については、町税や使用料・手数料などの自主財源が約 39％、地方交付税や国庫支出金などの

依存財源が約 61％を占めています。なお、自主財源のうちモーターボート競走事業会計からの収益金

は６億円でした。

　歳出では、民生費（子ども医療費や介護保険広域連合負担金など）が 27.1％、総務費（人件費や電

算システム経費など）が 19.5％、教育費が 15.2％となっています。

　また、基金（貯金）の残高は、48 億 9476 万円（前年度比４億 8208 万円増）で、町債（借金）は、

75億 5903 万円（前年度比３億 4030 万円増）となっています。

子育て支援　教育の充実

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 結　果

一般会計 74 億 2500 万円 71 億 8800 万円 賛成多数

国民健康保険特別会計 18 億 7400 万円 18 億 300 万円 満場一致

後期高齢者医療特別会計 2億 100 万円 1億 9500 万円 賛成多数

国民宿舎特別会計 1億 1100 万円 1億 300 万円 満場一致

給食センター特別会計 4億 6500 万円 4億 6300 万円 賛成多数

訪問看護特別会計 3600 万円 2300 万円 満場一致

モーターボート競走事業会計 728 億 4300 万円 726 億 100 万円 賛成多数

病院事業会計 21 億 1200 万円 25 億 5700 万円 満場一致

公共下水道事業会計 6億 7300 万円 6億 6500 万円 満場一致

26 年度の決算状況

主な子育て支援・教育関連事業

○子ども医療費（町単独分・小６まで医療費無料）　1572 万円

○水ぼうそう予防接種補助（H26.10 月から）　211 万円

○山鹿小学校トイレ改修工事（洋式化）　6610 万円

○語学指導員（ALT）招致事業　838 万円

○学校情報教育導入事業計画作成業務委託　354 万円

○小中学校監視カメラ設置工事設計委託　156 万円

○芦中渡り廊下改修工事　1032 万円

議会だよりあしやです平成 27 年 11 月 15 日　第 187 号 ④



子育て支援　教育の充実26 年度
決　算

どんなことに使われたか（歳出）

※【その他の内訳】
消防費　　２億3875万円
議会費　　１億1903万円

商工費　　　　１億4255万円
農林水産費　　　　9457万円
諸支出金　　　　　1337万円

その他※　8.5%　6億 827万円

一般会計歳出
（目的別）

71億8830万円

総務費　19.5%
14億 469万円

民生費　27.1%
19億 4699万円土木費　10.0%

７億 2219万円

教育費　15.2%
10億 8914万円

公債費　11.1%
８億 121万円

衛生費　8.6%
６億 1582万円

30.6%

21億 9395万円
うち競艇事業からの収入
６億円

15億　　61万円
うち競艇事業からの収入
２億円

主な歳入の推移

町税

地方交付税

町債

国・県支出金

その他

17.5%

6.7%

16.2%

31.0%

16.4%

26.5%

14.2%

17.0%

25.9%

18.8%

12.1%

15.5%

23.0%

12億 3641万円

4億 7290万円

11億 4769万円

70億 8503万円 74億 2496万円65億 1627万円

12億 1448万円

10億 5522万円

12億 6486万円

19億 2500万円
うち競艇事業からの収入
６億円

12億 2480万円

19億 9414万円

H26H24 H25

７億8832万円

10億　840万円

28.7% 20億 3408万円 19億 6540万円

議会だよりあしやです平成 27 年 11 月 15 日　第 187 号⑤



平
成
26
年
度
一
般
会
計

決
算

（
賛
成
多
数
・
認
定
）

米
ド
ル
仕
組
み
債

問　

米
ド
ル
仕
組
み
債
の
利

子
額
及
び
金
融
機
関
と
比
較

し
た
利
率
は
。

答
　
20
年
７
月
に
購
入
し
た

米
ド
ル
仕
組
債
は
、
27
年

７
月
16
日
に
完
済
し
ま
し

た
。
７
年
間
の
利
子
総
額
は

１
９
８
５
万
５
０
０
０
円
で

利
率
は
６
・
６
％
（
年
０
・

94
％
）
で
し
た
。
参
考
と
し

て
金
融
機
関
の
利
率
は
、
年

０
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
指
定
管
理

問　

保
育
所
を
指
定
管
理
に

し
た
結
果
、
財
政
的
な
効
果

は
あ
っ
た
の
か
。

答　

山

鹿

保

育

所

が

１
５
０
０
万
円
、
緑
ヶ
丘
保

育
所
が
４
０
０
０
万
円
の
費

用
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
憩
の
家

問　

建
て
替
え
計
画
は
。

答
　
27
年
度
か
ら
28
年
度
に

か
け
て
策
定
す
る
公
共
施
設

管
理
計
画
の
中
で
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

防
犯
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

問　

26
年
度
は
何
本
の
防
犯

街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
の

か
。

答　

町
内
に
あ
る
９
４
８

本
の
防
犯
街
灯
の
う
ち
、

１
２
４
本
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
え

ま
し
た
。

町
の
た
め
に
今
後
一
層
の
努

力
を

横
尾
武
志
議
員

　
執
行
部
は
町
民
の
た
め
に

少
な
い
予
算
を
苦
慮
し
な
が

ら
配
分
し
て
い
る
。
議
会
は

執
行
部
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で

あ
る
が
、
あ
れ
は
駄
目
、
こ

れ
は
駄
目
と
自
分
の
思
う
よ

う
に
な
ら
な
け
れ
ば
反
対
す

る
と
執
行
部
は
仕
事
が
で
き

な
い
。

　
町
民
の
負
託
を
受
け
た
議

員
が
自
分
の
言
い
た
い
こ
と

ば
か
り
を
言
っ
て
反
対
し
て

も
町
は
よ
く
な
ら
な
い
。
執

行
部
も
今
後
一
層
努
力
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

平
成
26
年
度
国
民
宿
舎

特
別
会
計
決
算

（
満
場
一
致
・
認
定
）

問　

建
て
替
え
時
に
借
り
た

起
債
と
現
在
の
残
高
及
び
い

つ
ま
で
に
返
済
す
る
の
か
。

答　

平
成
９
年
か
ら
11
年
度

に
総
額
17
億
８
１
８
１
万

円
を
借
り
て
お
り
、
26

年
度
末
の
起
債
残
高
は
、

４
億
７
６
０
０
万
円
で
31
年

度
ま
で
に
完
済
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
病
院
事
業

会
計
決
算

（
満
場
一
致
・
認
定
）

問　

26

年

度

決

算

は
、

４
億
４
５
０
０
万
円
の
赤
字

だ
が
そ
の
要
因
は
。

答　

会
計
制
度
の
法
改
正
に

よ
り
、
退
職
金
の
積
立
て
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
た
め
、
約
４
億
円
を

退
職
金
引
当
金
と
し
て
積
み

上
げ
た
こ
と
で
赤
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の

使
用
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

院
内
薬
局
で
は
取
り
扱

う
薬
品
の
数
が
限
ら
れ
る
の

で
、
13
・
１
％
で
す
。

LED 化された防犯街灯

国民宿舎マリンテラスあしや喫茶スペース

注
１

※
注
１
：
起
債

公
共
事
業
を
行
う
際
に
町
が

発
行
す
る
地
方
債
（
借
金
）

質
　
疑

賛
成
討
論

質
　
疑

質
　
疑

議会だよりあしやです ⑥平成 27 年 11 月 15 日　第 187 号



補　正
予　算

小中学生及び高校生等のバス通学費

半額補助
一般会計補正予算　１億２０００万円増額

　27 年度一般会計補正予算（第２号）は、バスで通学している小中高校生等の定期

代の半額を補助する補助金制度（ただし、高校生等は最寄の JR 駅までのバス定期代

で最長折尾駅まで）が新設されました。補正額は、小中学校通学費補助金が 24 万円、

高校生等通学費補助金が１２４０万円です。

　その他歳入では、社会保障・税番号制度補助金（個人番号カード関連事務）46 万

円や過疎対策事業債２９００万円を増額措置しています。また、歳出では、夏井ヶ

浜海岸崩落防止工事県事業負担金２９２０万円や新病院建設に伴う外周道路工事

２９００万円など、総額１億２０００万円の増額補正です。　　

（賛成多数・可決）

補正のあった歳出の主な内容 補正額

　夏井ヶ浜海岸崩落防止工事県事業負担金

　（福岡県が実施するが町有地部分の負担金）
２９２０万円

　町民会館消防用設備等改修工事等 ３７０万円

　新病院建設に伴う外周道路工事 ２９００万円

　小中学生通学費補助金及び高校生等通学費補助金

　（�通学バス定期代の半額補助、ただし高校生等は最寄の JR 駅

まで【最長で折尾駅】）

１２６０万円

歳出の主な内容

平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

高
校
生
等
通
学
費
補
助
金

問　

高
校
生
等
通
学
費
補
助

の
見
込
み
人
数
は
。

答　

女
子
生
徒
は
１
０
０
％
、

男
子
生
徒
は
50
％
（
50
％
は

自
転
車
通
学
）
の
人
数
で
積

算
し
て
い
ま
す
。

問　

子
育
て
支
援
策
、
定
住

化
策
と
し
て
、
バ
ス
通
学
者

だ
け
に
限
ら
ず
制
度
を
充
実

す
る
考
え
は
。

答　

今
後
、
状
況
を
見
て
、

調
査
し
な
が
ら
考
え
て
行
き

ま
す
。

折尾駅までバス通学している高校生

質
　
疑

議会だよりあしやです⑦ 平成 27 年 11 月 15 日　第 187 号



新
病
院
外
周
道
路
工
事

問
　
２
９
０
０
万
円
を
増
額

し
た
理
由
は
。

答
　
警
察
協
議
に
よ
り
、
交

差
点
へ
の
進
入
角
度
を
ゆ
る

や
か
に
す
る
た
め
、
現
在
の

石
積
み
を
壊
す
な
ど
全
面
的

な
工
事
の
変
更
が
発
生
し
、

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

問
　
外
周
道
路
工
事
の
概
要

は
。

答
　
町
道
の
交
差
点
改
良
工

事
と
信
号
機
設
置
、
舗
装
工

事
、法
面
工
事
を
行
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

概
要
と
取
り
組
み
は
。

答
　
東
京
圏
の
過
度
の
人
口

集
中
是
正
の
た
め
、
都
市
部

か
ら
芦
屋
町
に
住
民
票
を
移

動
し
、
生
活
の
拠
点
を
移
し

た
人
の
中
か
ら
町
が
選
考

し
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

　
隊
員
は
、
３
年
間
で
町
の

活
性
化
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
な
ど
、
地
域
お
こ
し
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

町
営
住
宅

問
　
町
営
住
宅
の
今
後
は
。

答
　
23
年
度
に
策
定
し
た
町

営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
よ

り
、
現
在
８
０
７
戸
あ
る
町

営
住
宅
を
、
10
年
後
に
は

１
０
０
戸
減
ら
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
28
年
度
に
計
画

の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

特
産
品
の
開
発

問
　
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

特
産
品
の
開
発
は
。

答
　
芦
屋
産
の
サ
ワ
ラ
を

使
っ
た
特
産
品
の
開
発
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
中
に

試
作
品
が
完
成
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
商
工
農
の
連
携

に
よ
り
、
赤
シ
ソ
の
せ
っ
け

ん
や
化
粧
品
が
で
き
ま
し
た
。

粟
屋
・
大
城
区
の
児
童
に
全

額
補
助
を

妹
川
征
男
議
員

　
粟
屋
・
大
城
区
の
児
童
は
、

遠
隔
地
と
と
も
に
交
通
量
が

激
し
い
た
め
、
バ
ス
通
学
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
児
童
は
徒
歩
通
学
の
権

利
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
バ
ス
通
学
の
定
期

代
は
半
額
補
助
と
い
う
よ
り

も
全
額
補
助
す
る
べ
き
だ
。

　
高
校
生
の
場
合
、
バ
ス
通

学
で
き
な
い
生
徒
は
、
自
転

車
通
学
や
保
護
者
に
よ
る
自

家
用
車
送
迎
を
、
せ
ざ
る
を

得
な
い
生
徒
が
多
数
い
る
。

不
公
平
で
あ
る
と
考
え
る
。

障
害
者
差
別
解
消
法
に

関
す
る
条
例
の
制
定
を

求
め
る
請
願
書

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
障
害
の
有
無
に

よ
っ
て
差
別
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
あ
い
な
が
ら
共
生
す

る
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
町
に
は
、
こ
れ
に
伴
う
施

策
の
策
定
と
取
り
組
み
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
積
極

的
な
施
策
の
推
進
の
た
め
、

条
例
の
制
定
を
求
め
る
請
願

で
す
。

芦屋産の赤シソを使ったせっけんと化粧品

新病院全景イメージ図（基本設計時）

○
新
病
院
全
景
イ
メ
ー
ジ
図

は
基
本
設
計
時
点
の
内
容
で

あ
り
、
実
施
設
計
で
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

反
対
討
論

請　願
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その他

条　例

個
人
情
報
保
護
条
例
の

改
正

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行

に
伴
い
、
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

事
務
手
数
料
条
例
の
改
正

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行

に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
再
交
付
手
数
料
を
定
め
る

と
と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
一
部
の
手
数

料
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

・
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の

再
交
付
　
1
枚
　
５
０
０
円

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交

付
　
１
枚
　
８
０
０
円

・
所
得
課
税
証
明
　
１
件

３
０
０
円

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
登
録

事
項
証
明
書
（
土
地
・
家
屋
）

１
通
　
３
０
０
円

問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
手
順
は
。

答
　
国
か
ら
10
月
５
日
以
降

に
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
が

送
付
さ
れ
る
の
で
、
通
知

カ
ー
ド
受
け
取
り
後
、
28
年

1
月
か
ら
役
場
窓
口
で
交
付

申
請
を
行
い
ま
す
。

問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
時
に
本
人
な
り
す
ま
し
が

現
れ
る
の
で
は
。

答
　
申
請
時
及
び
交
付
時
に

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
条
例
の
改
正

（
継
続
審
査
）

　
下
水
道
事
業
会
計
に
お
い

て
、
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
下
水
道
使
用

料
を
標
準
世
帯
で
年
間
約

３
２
６
０
円
、
８
・
７
％
値

上
げ
す
る
も
の
で
す
。

　

緑
ヶ
丘
団
地
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事
（
７–

５
棟
）
契
約
の
締
結

（
満
場
一
致
・
可
決
）

　
緑
ヶ
丘
団
地
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事
（
７–

５
棟
）

に
つ
い
て
、
約
６
８
０
０
万

円
で
契
約
締
結
し
ま
し
た
。

問
　
昨
年
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
し
た
７–

４
棟
の
契
約

金
額
は
。

答
　
７–

４
棟
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
２
基
設
置
し
て

４
６
０
０
万
円
程
度
で
し
た

が
、
７–
５
棟
は
３
基
設
置

し
ま
す
。

問
　
今
後
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
計
画
は
。

答
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

は
、
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
い
て
設
置
し
て
お

り
、
26
年
度
に
７–

４
棟
、

27
年
度
は
７–

５
棟
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
28
年
度
は
７–

６
棟
に
設

置
す
る
予
定
で
し
た
が
、
丸

の
内
団
地
の
外
壁
改
修
を
優

先
し
、
28
年
度
の
長
寿
命
化

計
画
見
直
し
の
際
に
再
度
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
時
期

を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

問
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

後
、
家
賃
の
変
更
は
。

答
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
今
後

保
守
料
な
ど
が
か
か
る
た

め
、
家
賃
に
反
映
す
る
予
定

で
す
が
、
試
算
中
で
す
。

問
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
後

の
利
用
者
の
声
は
。

答
　
３
階
以
上
に
住
ん
で
い

る
人
か
ら
は
「
便
利
に
な
っ

た
」
と
聞
い
て
い
ま
す
。

マイナンバー法施行に伴う条例改正

・個人情報保護条例の一部改正

・事務手数料条例等の一部改正

平成 26 年度に緑ヶ丘７－４棟に設置されたエレベーター

注
２

※
注
２
：
継
続
審
査

会
期
中
に
議
決
に
至
ら
な

か
っ
た
議
案
を
閉
会
中
に

審
査
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
。

質
　
疑

質
　
疑
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下
水
道
条
例
の
改
正

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

　
公
共
下
水
道
事
業
の
財
政

収
支
に
お
い
て
、
財
源
不
足

が
見
込
ま
れ
る
た
め
下
水
道

使
用
料
を
改
定
し
ま
す
。

問
　
料
金
の
改
正
理
由
と
標

準
家
庭
の
値
上
げ
額
は
。

答
　
人
口
減
少
や
省
エ
ネ
・

節
水
型
製
品
の
普
及
に
よ

り
、
下
水
道
使
用
料
で
賄
っ

て
い
る
下
水
道
事
業
の
経
営

は
大
変
厳
し
く
、
26
年
度
ま

で
の
繰
越
欠
損
金
は
8
億
円

を
超
え
て
い
ま
す
。
下
水
道

経
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
標
準
世
帯
（
月
20
㎥
を

使
用
す
る
家
庭
）
で
月
額

２
７
２
円
、
８
・
７
％
の
値

上
げ
と
な
り
ま
す
。

マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や

指
定
管
理
者
の
指
定

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

　
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や
の

指
定
管
理
期
間
が
平
成
28
年

３
月
末
で
満
了
と
な
る
た

め
、
新
た
な
指
定
管
理
者
を

指
定
し
ま
す
。

【
指
定
管
理
者
】

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

【
指
定
管
理
期
間
】

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
33

年
３
月
31
日
ま
で（
５
年
間
）

問
　
応
募
者
数
と
決
定
し
た

理
由
及
び
指
定
管
理
料
は
。

答
　
３
者
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
選
考
委
員
会
に
お
い

て
、
現
状
と
顧
客
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
具
体
的
な
提
案
を

し
て
い
る
等
の
理
由
か
ら
㈱

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　
業
者
提
案
に
よ
る
納
付
額

は
、
年
間
定
額
２
０
０
０
万

円
と
売
り
上
げ
高
の
１
・

２
％
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
を
見
直
す

時
期
だ

川
上
誠
一
議
員

　
今
回
指
定
管
理
料
は
年
間

２
０
０
０
万
円
と
な
り
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た

10
年
前
に
比
べ
５
０
０
０
万

円
下
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

起
債
に
対
す
る
町
の
繰
り
入

れ
は
、
３
年
間
で
２
億
円
を

超
え
る
。
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
は

経
費
の
削
減
を
図
れ
ず
、
町

民
は
不
利
益
を
こ
う
む
る
。

　
指
定
管
理
制
度
は
全
国
的

に
も
行
き
詰
ま
っ
て
お
り
、

制
度
を
問
い
直
す
時
期
だ
。

指
定
管
理
料
の
上
乗
せ
が
期

待
で
き
る

刀
根
正
幸
議
員

　
指
定
管
理
料
は
下
が
っ
て

い
る
も
の
の
、
一
定
額
を
超

え
る
売
り
上
げ
に
対
し
て
指

定
管
理
料
の
上
乗
せ
が
見
込

ま
れ
、
今
後
に
付
加
価
値
が

高
ま
る
と
想
定
さ
れ
る
。

質
　
疑

賛
成
討
論

反
対
討
論

時臨 会

４第 回

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

議案名 / 議員名 松
上
松
岡
今
田
内
海
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
川
上
横
尾
小
田

下水道条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○
議

長

平成 27 年度芦屋町公共下水道事業会計補

正予算（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

議

長

賛

成

反

対

審議

結果

９ ２ 可決

９ ２ 可決

10月臨時会意見が分かれた議案の賛否一覧

新年度から　下水道使用料の値上げ
標準世帯（月 20 立方メートルを使用する家庭）

月額２７２円、約８. ７％の値上げ

一般汚水

汚水排出量 現行 改正後

10 ㎥まで（基本使用料） 1300 円 1400 円

11 ㎥～ 30 ㎥まで（１㎥につき） 160 円 175 円

31 ㎥～ 100 ㎥まで（　　〃　　） 230 円 253 円

101 ㎥～ 300 ㎥まで（　　〃　　） 280 円 308 円

（省　　　　略）

10000 ㎥以上（　　〃　　） 360 円 429 円

　

第
４
回
臨
時
会
が
平
成
27
年
10
月
23
日
に
１
日
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
に
な
っ
て
い
た
下
水
道
条

例
の
一
部
改
正
議
案
と
そ
れ
に
伴
う
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
の
２
議
案
が
上
程
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

質
　
疑

　○賛成、×反対を表しています。
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　表決にあたり、意見が分かれた議案の賛否について掲載しています。掲載のない議
案は、満場一致で可決されました。　　　　　　　　○賛成、× 反対を表しています。

９月定例会意見が分かれた議案の賛否一覧

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

議案名 / 議員名 松
上
松
岡
今
田
内
海
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
川
上
横
尾
小
田

個人情報保護条例の一部を改正する条例の制

定
○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○

議

長

事務手数料条例等の一部を改正する条例の制

定
× ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○

議

長

平成 27 年度芦屋町一般会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○
議

長

平成 27 年度芦屋町モーターボート競走事業会

計補正予算（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議

長

平成 26 年度芦屋町一般会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○
議

長

平成 26 年度芦屋町後期高齢者医療特別会計決

算の認定
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

議

長

平成 26 年度芦屋町給食センター特別会計決算

の認定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議

長

平成 26 年度芦屋町モーターボート競走事業会

計決算の認定
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議

長

指定管理者の指定 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○
議

長

芦屋町議会会議規則の一部を改正する規則の

制定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

障害者差別解消法に関する条例の制定を求め

る請願書
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

賛

成

反

対

審議

結果

８ ３ 可決

７ ４ 可決

８ ３ 可決

10 １ 可決

９ ２ 認定

９ ２ 認定

10 １ 認定

10 １ 認定

８ ３ 可決

10 １ 可決

10 １ 採択

芦
屋
中
央
病
院
の
建
て
替
え

　
新
病
院
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
27
年
７
月
末
に
基
本
設

計
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
基
本
設
計
で
は
、
病
床
数

は
現
在
と
同
じ
１
３
７
床

で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
５
階
建
て
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
棟
を
含
め
延
べ
床
面
積

は
約
１
万
２
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
、
駐
車
台

数
は
約
３
０
０
台
で

す
。

　
新
病
院
で
は
、
災

害
や
地
域
包
括
ケ
ア

へ
の
対
応
の
ほ
か
、

個
室
的
多
床
室
（
そ

れ
ぞ
れ
の
ベ
ッ
ト
サ

イ
ド
に
窓
が
あ
り
、

眺
望
や
採
光
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
も

の
）
や
外
来
科
学
療
法
室
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
新
設
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
導

入
、
健
診
業
務
の
セ
ン
タ
ー

化
な
ど
、
新
た
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
来
年
３
月
末
ま
で
引
き

続
き
実
施
設
計
に
取
り
組
み

ま
す
。

個室的多床室イメージ図

行政報告とは・・・

町長が議会を通じて町の重要な問

題の経過等を住民に報告するもの

です。ここでは、平成 27 年７月

から９月までの行政報告の一部を

掲載しています。

行政報告
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一般質問 町政を問う
　９月４日に議員５人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等につい

て所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。質問する議員は、事前に質問通告書

を提出し、本会議において１人 60分の制限時間内で質問を行っています。

　議会だよりでは、質問した議員が自ら記事を作り掲載していますが、紙面の都合上、要約して

います。一般質問の会議録は、議会事務局や芦屋町ホームページで閲覧できます。

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

ページ 質問議員 質問事項

13 松岡 　泉
◎ごみの分別化と減量化対策

◎いじめ防止対策

14 川上 誠一

◎マイナンバー制度

◎自治区への業務依頼

○農業問題

15 妹川 征男

◎芦屋中央病院建て替え

◎釜風呂跡地の公園整備

○通学費補助

16 貝掛 俊之

◎町の英語教育の方向性

○小・中学校のエアコン設置

○街区公園（旧児童公園）の整備方針

17 内海 猛年
◎人口減少対策

◎全国学力テスト
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町
の
ご
み
の
排
出
量

と
処
理
経
費
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

26
年
度
排
出
量
は

４
１
４
２
ト
ン
。
５
年
間
で

約
７
・
67
％
の
削
減
と
な
っ

て
い
る
。

　
処
理
経
費
は
、
遠
賀
・
中

間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

へ
の
負
担
金
と
し
て
、
26
年

度
は
２
億
１
５
０
０
万
円
を

支
払
っ
て
い
る
。

現
在
の
分
別
化
、
減

量
化
の
取
り
組
み
は
。

循
環
型
社
会
の
形
成

を
推
進
す
る
た
め
の
３
Ｒ
の

推
進
、
ま
た
、
生
ご
み
を
出

す
際
の
水
切
り
の
徹
底
や
コ

ン
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
生
ご

み
の
堆
肥
化
に
よ
る
減
量
化

を
進
め
て
い
る
。

購
入
補
助
を
行
っ
て

い
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
の
利
用
状
況
は
。

５
年
間
で
、
２
４
６

個
で
あ
る
。

今
後
の
ご
み
の
分
別

化
、
減
量
化
の
新
た
な
取
り

組
み
は
。現

在
、
役
場
等
に
拠

点
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
回

収
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
来
年
度
か
ら
古
紙
の
回

収
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

そ
の
基
本
方
針
に
基

づ
く
町
及
び
学
校
の
施
策
は

ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

学
校
と
連
携
し
、「
い

じ
め
を
生
ま
な
い
教
育
活
動

の
推
進
」、「
い
じ
め
の
早
期

発
見
の
取
り
組
み
の
充
実
」、

「
地
域
、
家
庭
と
の
積
極
的

連
携
」、「
関
係
機
関
と
の
密

接
な
連
携
」
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。

早
期
発
見
の
取
り
組

み
で
あ
る
、
月
１
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
状
況
及
び
現

在
の
い
じ
め
の
存
在
は
。

月
１
回
、
県
へ
の

報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、い
じ
め
だ
け
で
は
な
く
、

暴
力
行
為
、
不
登
校
や
そ
の

他
の
非
行
を
含
め
て
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
な
お
、
平
成

26
年
度
に
は
、
い
じ
め
が
７

件
あ
っ
て
い
る
。

い
じ
め
が
あ
っ
た
場

合
、
問
題
対
策
委
員
会
は
月

１
回
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
る
。岩

手
県
矢や

巾は
ぎ

町
で
い

じ
め
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
事
故
が
発
生
し
た
が
、
そ

の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
推
測

し
て
い
る
か
。

情
報
を
共
有
で
き
な

か
っ
た
こ
と
、
学
校
の
生
徒

指
導
体
制
を
含
め
、
チ
ー
ム

学
校
が
機
能
し
て
い
な
か
っ

た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

事
案
の
教
訓
を
施
策

に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
か
。

児
童
・
生
徒
と
先

生
と
の
信
頼
関
係
を
構
築

し
、ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
、

い
じ
め
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
、
存
在
が
分
か
れ
ば
、

早
く
皆
で
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認

識
し
て
い
る
。

町 政を問う　～ 一般質問 ～

松
まつ

　 岡
おか

　 　 泉
いずみ

Ｑ

Ａ

今後のごみの分別化、減量化

の新たな取り組みは

拠点回収の中で、来年度から

新たに古紙の回収を行う予定

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
手
作
業
で
行

わ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
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員
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長
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員
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と
減

量
化
対
策

い
じ
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防
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対
策

議

員

教
育
長

課

長

議

員

議

員

議

員
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注
３

※
注
３
：
３
Ｒ

ご
み
を
出
さ
な
い
「
リ
デ
ュ
ー

ス
」、
繰
返
し
使
用
す
る
「
リ

ユ
ー
ス
」、
再
生
利
用
す
る
「
リ

サ
イ
ク
ル
」
の
３
項
目
。



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
な

り
す
ま
し
犯
罪
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。　

個
人
情
報
の
管
理

は
、
厳
格
な
安
全
管
理
措
置

を
設
け
て
い
る
。
な
り
す
ま

し
対
策
と
し
て
は
、
本
人
確

認
の
徹
底
を
行
う
。

ア
メ
リ
カ
や
韓
国
で

は
「
な
り
す
ま
し
」
に
よ

る
２
兆
円
に
上
る
被
害
や

１
億
４
０
０
０
万
件
の
個
人

情
報
の
流
出
な
ど
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
廃
止

し
た
。

　
日
本
で
も
年
金
機
構
の
個

人
情
報
流
出
や
、
ベ
ネ
ッ
セ

の
顧
客
情
報
流
出
な
ど
が
起

き
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃

な
ど
に
対
し
て
、
情
報
の
安

全
が
１
０
０
％
保
障
で
き
る

の
か
。

１
０
０
％
の
保
障
は

非
常
に
難
し
い
と
思
う
。

１
０
０
％
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
さ
れ
た
と
き
、
大
量
の

個
人
情
報
が
流
出
す
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
、
地

方
公
共
団
体
が
共
同
で
、
全

国
に
２
箇
所
の
中
間
サ
ー

バ
ー
を
設
置
す
る
。
こ
こ
が

攻
撃
さ
れ
た
と
き
に
、
大
量

の
情
報
が
漏
え
い
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。

　
10
月
か
ら
の
実
施
に
あ
た

り
、
住
民
へ
の
周
知
は
ど
う

す
る
の
か
。　
　

広
報
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
、
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
の
動
画

上
映
、
出
前
講
座
、
広
報
あ

し
や
で
の
特
集
な
ど
を
考
え

て
い
る
。10

月
か
ら
の
番
号
通

知
を
凍
結
し
、
制
度
の
再
検

討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

安
全
管
理
措
置
に
基

づ
き
、
導
入
作
業
を
行
う
こ

と
が
重
要
だ
。

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
進
捗
状
況
は
。

災
害
対
策
基
本
法
が

改
正
さ
れ
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
の
作
成
が
、
自
治

体
に
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
希
望
す
る
８
６
８

人
の
名
簿
を
作
成
し
、
自
治

区
と
町
で
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
４

回
の
研
修
を
行
い
名
簿
を
提

供
し
て
い
る
。
　
　
　
　

今
後
、
町
は
災
害
対

策
や
介
護
の
分
野
で
住
民
に

「
共
助
」
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
中
心
と
な
る
自
治
区
の

果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
る

が
、
自
治
区
に
対
す
る
町
の

支
援
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

町
は
、
自
治
区
へ
自

治
区
活
性
化
交
付
金
や
コ
ミ

ニ
ュ
テ
ィ
助
成
事
業
、
自
治

区
担
当
職
員
制
度
な
ど
を
行

い
支
援
し
て
い
る
。

平
成
20
年
度
の
行
財

政
改
革
で
組
長
手
当
が
廃
止

さ
れ
た
が
、
組
長
手
当
を
復

活
し
、
自
治
区
の
財
政
負
担

を
軽
減
す
べ
き
で
は
。

組
長
手
当
の
復
活

は
考
え
て
い
な
い
。

５人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

 

川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

マイナンバー制度を凍結し、

再検討すべきではないかＱ

Ａ
安全管理措置に基づき、安全・

確実に導入作業を進める

10
月
か
ら
個
人
に
送
付
さ
れ
て
く
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
み
ほ
ん
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注
４

※
注
４
：
中
間
サ
ー
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
経
費
節
減
、

運
用
の
安
定
性
の
確
保
の
観
点

か
ら
、
共
同
化
・
集
約
化
を
図

る
た
め
整
備
運
用
す
る
も
の
。



基
本
計
画
の
概
算
事

業
費
は
約
46
・
９
億
円
と
試

算
さ
れ
た
が
、
変
更
後
の
基

本
設
計
で
は
、
約
５
・
５
億

円
増
の
約
52
・
４
億
円
と

な
っ
て
い
る
が
。

急
激
な
建
設
資
材
や

人
件
費
の
増
額
に
伴
う
建
設

単
価
の
ア
ッ
プ
。
ま
た
、
警

察
協
議
に
よ
る
周
辺
道
路
整

備
を
変
更
し
た
た
め
増
額
と

な
っ
た
。46

億
が
50
億
を
超
え

て
60
億
を
超
え
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

　
次
に
、
院
内
薬
局
と
院
外

薬
局
の
患
者
負
担
額
の
違
い

に
つ
い
て
、
国
の
規
制
改
革

会
議
で
は
「
病
院
や
診
療
所

で
服
用
７
日
間
処
方
し
て
も

ら
っ
て
、
院
外
薬
局
の
薬
代

は
院
内
薬
局
よ
り
２
・
５
倍

高
い
」
と
あ
る
が
。
新
病
院

で
は
、
院
内
薬
局
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
。

院
外
薬
局
の
方
が
、

患
者
負
担
金
額
が
割
高
に
な

る
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
が
院
内
薬
局
よ

り
、
よ
り
推
進
さ
れ
て
い
る

た
め
、
場
合
に
よ
り
薬
代
が

安
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
芦
屋
中
央
病
院
経
営
形
態

検
討
委
員
会
の
答
申
に
基
づ

き
、
薬
局
は
院
外
薬
局
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

こ
の
工
事
に
つ
い

て
、８
月
の
広
報
に「
夏
井
ヶ

浜
地
区
に
新
た
な
公
園
を
整

備
し
ま
す
」
と
あ
る
。
町
民

の
ほ
と
ん
ど
が
知
ら
さ
れ
て

お
ら
ず
、
住
民
参
画
ま
ち
づ

く
り
条
例
か
ら
し
て
不
適
格

な
内
容
で
は
な
い
か
。

釜
風
呂
跡
地
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
４
年
く
ら

い
か
け
て
住
民
の
皆
さ
ん
と

話
し
合
い
な
が
ら
、
真
摯
に

一
番
い
い
方
法
、
寄
付
者
に

も
喜
ん
で
も
ら
え
る
方
法
で

検
討
し
た
。　
　
　
　
　
　

こ
の
事
業
は
、
行
政

主
導
型
で
あ
り
、
町
民
や
議

会
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い

る
。
短
期
事
業
の
事
業
費
は

約
１
億
円
。
中
、
長
期
の
事

業
と
し
て
、
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
設

備
、
カ
フ
ェ
等
の
機
能
を
検

討
す
る
と
あ
る
が
、
新
た
に

２
～
３
億
円
か
か
る
の
で
は

な
い
か
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
と

な
る
新
国
立
競
技
場
建
設
計

画
は
、
大
き
な
批
判
を
受
け

て
、
白
紙
に
し
、
見
直
し
さ

れ
て
い
る
。
町
長
の
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
釜
風
呂
跡
地
公
園

整
備
を
白
紙
に
戻
し
、
見
直

し
た
ら
ど
う
か
。

住
民
参
画
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
合
致
し
て
い
る
か

に
関
し
て
だ
が
、
行
政
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
一

つ
一
つ
や
る
と
、
職
員
も
た

ま
ら
な
い
。
補
助
金
の
締
め

切
り
も
あ
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
粛
々
と
手

順
を
踏
み
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
き
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
。
寄
付
者
の
意
向
も

く
ん
で
い
る
の
で
、
や
め
る

と
い
う
の
は
無
謀
な
こ
と

だ
。

５人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～
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院外薬局の薬代は、院内薬局
よりも２．５倍も高い

ジェネリック医薬品の使用が
推進されているため、薬代が
安くなることもある
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屋
中
央
病
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世
界
人
口
約
70
億
人

の
う
ち
、
４
人
に
１
人
は
英

語
を
使
用
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
時
代

で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
英

語
が
堪
能
な
人
は
20
人
に
１

人
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

の
日
本
に
お
い
て
、
一
人
で

も
多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
を
輩
出
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
事
務
的
な

仕
事
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

こ
な
し
て
い
く
時
代
の
流
れ

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
何

か
し
ら
の
ス
キ
ル
を
持
た
せ

て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
公
教
育
に
お
い
て
、
よ

り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
持

た
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
ス
キ
ル
は
何
か
と
考
え
た

と
こ
ろ
、
実
用
英
語
の
会
得

に
行
き
着
い
た
。

　
芦
屋
町
と
し
て
、
英
語
教

育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
、
国
際
社
会
で
活
躍
す

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
り
、
英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
小
学
校
の
英
語
活
動
、

教
科
化
の
問
題
も
あ
り
、
国

や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

実
用
英
語
を
身
に
着

け
る
た
め
に
は
、
入
試
内
容

を
よ
り
実
践
的
、
実
用
的
な

技
量
を
試
す
試
験
へ
と
改
革

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
日
本
の
英
語
教
育
は
文
法

や
長
文
中
心
で
役
に
立
た
な

い
と
い
っ
た
住
民
の
声
が
あ

る
。
様
々
な
情
報
を
集
め
、

子
ど
も
の
た
め
、町
の
た
め
、

住
民
の
た
め
に
な
る
と
判
断

す
れ
ば
、
そ
の
制
度
を
変
え

て
い
く
努
力
を
し
て
い
く
こ

と
が
議
員
、
町
長
、
教
育
長

の
仕
事
で
あ
る
と
思
う
。
　

　
入
試
制
度
改
革
は
国
レ
ベ

ル
の
話
で
あ
り
、
芦
屋
町
か

ら
発
信
し
て
も
小
さ
な
声
で

あ
る
が
、
粘
り
強
く
入
試
改

革
を
訴
え
て
い
き
た
い
と
思

う
が
、
教
育
長
、
町
長
の
見

解
は
。

高
校
入
試
で
は
、

受
験
生
が
多
い
中
で
会
話
の

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
と
な
る

と
、
時
間
的
制
約
も
あ
り
難

し
い
と
思
う
。入
試
の
公
平
、

公
正
を
保
つ
た
め
に
は
、
今

の
形
式
も
や
む
を
得
な
い

が
、
機
会
が
あ
れ
ば
発
信
し

て
い
く
。確

か
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
社
会
で
あ
る
が
、
私
は
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て

自
分
の
国
の
国
語
力
に
疑
問

を
感
じ
て
い
る
。

　
義
務
教
育
の
中
で
日
本
人

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
誇

り
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
国

語
と
歴
史
を
教
え
る
こ
と
が

先
決
で
あ
り
、
基
本
中
の
基

本
と
考
え
る
。

　

貝
かい

　掛
かけ

　俊
とし

　之
ゆき

英語教育のさらなる充実を図

る考えはＱ

Ａ

５人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

小学校の英語教育は、国県の

動向を見ながら慎重に対応し

ていきたい
　�

東
小
学
校
で
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
に
よ
る
英
語
授
業
の
様
子

町
の
英
語
教
育
の
方
向

性
議

員

課

長

教
育
長

町

長

議

員
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人
口
の
減
少
は
、
環

境
、
産
業
、
福
祉
、
医
療
、

税
収
の
減
少
、
地
域
活
性
化

の
減
退
な
ど
に
大
き
く
影
響

す
る
。
芦
屋
町
は
郡
内
で
も

一
番
減
少
率
が
高
く
、
人
口

減
少
の
加
速
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
町
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

定
住
化
策
と
し
て
定

住
促
進
奨
励
金
の
交
付
や
中

古
住
宅
解
体
後
の
新
築
住
宅

建
築
補
助
金
、
老
朽
化
危
険

家
屋
等
解
体
補
助
金
、
新
婚

世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補

助
、
出
産
祝
金
等
を
行
っ
て

い
る
。

町
営
住
宅
の
入
居
率

が
86
・
９
％
、
78
室
が
空
い

て
い
る
が
原
因
は
何
か
。

建
物
の
老
朽
化
、
浴

槽
等
の
設
備
が
充
実
し
て
い

な
い
、
民
間
の
新
築
物
件
の

増
加
、
人
口
の
減
少
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　

町
営
住
宅
の
入
居
率

を
上
げ
れ
ば
、
人
口
の
増
加

に
つ
な
が
る
が
、
対
策
は
な

い
の
か
。浴

槽
や
給
湯
設
備
な

ど
を
改
善
し
、
入
居
者
を
増

や
し
た
い
。
　
　
　

芦
屋
町
に
は
空
き
家

が
多
く
あ
る
。
空
き
家
の
持

ち
主
が
売
却
、
賃
貸
を
希
望

す
る
場
合
、
物
件
の
情
報
を

自
治
体
に
登
録
し
、
自
治
体

が
購
入
、
賃
貸
の
希
望
者
に

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

定
住
化
促
進
や
空
き
家
の
有

効
利
用
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
導
入
し
て
は
。
　
　
　
　

空
き
家
等
対
策
計
画

策
定
の
中
で
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
事
業
を
実
施
す
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。
　

芦
屋
町
の
27
年
３
月

末
の
人
口
は
１
万
４
５
４
２

人
、
32
年
の
目
標
人
口
は

１
万
４
３
０
０
人
と
な
っ
て

い
る
。
毎
年
１
％
程
度
減
少

し
て
い
く
中
で
、
目
標
の
達

成
は
厳
し
い
と
考
え
る
が
対

策
は
。
　
　
　

目
標
達
成
は
難
し
い

と
自
覚
し
て
い
る
が
、
新
た

な
定
住
策
な
ど
を
立
て
、
目

標
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
。

今
年
度
実
施
さ
れ
た

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
。

町
内
３
小
学
校
と
も

国
、
県
よ
り
も
下
回
っ
て
い

る
。
中
学
生
は
す
べ
て
の
科

目
に
お
い
て
国
、
県
を
上

回
っ
て
い
る
。

学
力
向
上
の
目
標
を

定
め
て
も
目
標
ま
で
至
っ
て

い
な
い
。
学
力
が
上
が
っ
て

い
か
な
い
原
因
は
何
か
。
ま

た
、
対
策
は
。

マ
イ
ナ
ス
の
要
因

は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
一
番

の
原
因
は
、
家
庭
で
２
時
間

以
上
学
習
し
て
い
る
こ
と
が

全
国
に
比
べ
て
低
い
。ま
た
、

４
時
間
以
上
テ
レ
ビ
を
見
た

り
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
が

非
常
に
多
い
。

　
低
い
こ
と
は
低
い
と
し

て
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

学
力
を
上
げ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。
　

内
うち

海
うみ

猛
たけ

年
とし

５人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

Ｑ

Ａ

定住化促進を図るための「空

き家バンク制度」の導入は

空き家等対策計画の中で空き

家バンク制度事業の実施につ

いて検討する
　
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
町
内
の
空
き
家

人
口
減
少
対
策

議

員

課

長

議

員

議

員

議

員

課

長

議

員

課

長

課

長

課

長

全
国
学
力
テ
ス
ト

教
育
長

課

長

議

員

議

員
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統
一
地
方
選
挙
も
終
わ
り

早
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
町
を
明
る
く
、
元
気
に
し

た
い
思
い
か
ら
議
員
に
立
候

補
し
ま
し
た
。
議
会
広
報
委

員
に
選
出
さ
れ
、
日
々
奮
闘

中
で
す
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

で
は
、
議
会
で
の
審
議
の
経

過
や
行
政
の
動
き
な
ど
、
皆

さ
ん
が
分
か
り
や
す
い
内
容

に
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
任

期
中
は
議
会
広
報
委
員
の
役

割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
田
　
勝
正

議
会
だ
よ
り
あ
し
や
で
す
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0
1
9
8

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

　
10
月
18
日
（
日
）
芦
屋
港
に
お
い
て
、
芦
屋
町
商
工
会
青
年
部
主
催
に

よ
る
「
親
子
釣
り
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
よ
り
22
家
族
、

64
人
が
参
加
さ
れ
、
海
釣
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
釣
り
教
室
主
催
者
の
商
工
会
青
年
部
長
と
参
加
し
た
ご
家
族
に
芦
屋
町

の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
小
田
　
武
人

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
川
上
　
誠
一

　
副
委
員
長
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
田
島
　
憲
道

　
委
　
員
　
　
貝
掛
　
俊
之

　
委
　
員
　
　
今
田
　
勝
正

　
委
　
員
　
　
松
岡
　
　
泉

町かど
インタビュー

議 

員 

控

 

室

Ｑ
　「
親
子
釣
り
教
室
」
の

目
的
は
？

A
　
芦
屋
の
海
、
自
然
を
活

用
し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
取
り
組
み
は
？

A
　
11
月
15
日
に
レ
ジ
ャ
ー

プ
ー
ル
「
ア
ク
ア
シ
ア
ン
」

を
釣
り
堀
に
し
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。

Q
　
町
が
活
性
化
す
る
た
め

に
は
？

A
　
町
内
外
か
ら
人
が
集
ま

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
少

し
で
も
長
く
芦
屋
町
に
滞
在

し
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く

り
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
、
漁
業
の
青

年
部
の
方
々
と
も
連
携
し
て

町
の
特
産
品
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
　

Ｑ
　
芦
屋
町
の
魅

力
は
？

A
　
魚
釣
り
が
で

き
る
海
を
は
じ

め
、
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
芦
屋
町
の
潜
在

的
な
自
然
、
歴

史
、
文
化
な
ど
を

さ
ら
に
掘
り
起
こ

し
て
い
く
と
、
ま
だ
ま
だ
す

ば
ら
し
い
町
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

Ｑ　

芦
屋
町
の
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
？

A
　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
な
ど
北
九
州
市
よ
り
も
早

く
取
り
入
れ
、
充
実
し
て
い

る
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ　

子
ど
も
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
ま
だ
先
の
こ
と
で
す
が

バ
ス
通
学
費
補
助
制
度
を
ど

う
思
い
ま
す
か
？

A
　
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
芦
屋
町
は
交
通
の

便
が
悪
い
の
で
、
さ
ら
な
る

公
共
交
通
の
整
備
を
お
願
い

し
ま
す
。
　

　

後
藤
さ
ん
（
商
工
会
青
年
部
長
）

河内さんファミリー（花美坂）

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。

　また、本会議は役場１階ロビーと中央公民館１

階ロビーでライブ中継をしています。

※�日程は変更になる場合がありますので、傍聴を希望する

方は議会事務局にお問い合わせください。（℡ 223-3579）

　

次回の定例会は　12 月４日開会予定

河

内

さ

ん

商工会青年部長　後藤さん（上）

釣り教室の様子（下）
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